
し
た
。
今
後
は
県
外
Ｐ
Ｒ
が
重
要
に
な
り
ま

す
」
と
意
気
込
む
。
こ
う
し
た
中
、
海
外
輸

出
も
始
ま
っ
た
。
京
都
食
肉
市
場
に
出
荷
さ

れ
た
県
産
黒
毛
和
牛
が
年
間
２
４
０
頭
、
海

外
に
出
荷
さ
れ
、
こ
の
う
ち
半
分
を
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
占
め
て
い
る
。
更
に
、

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
部
の
井
出
和
士
副

部
長
は
「
県
内
の
観
光
地
で
信
州
の
牛
肉
が

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
が
れ
ば
、
そ
の

効
果
は
絶
大
で
す
」
と
、
観
光
客
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

長
野
県
上
田
市
に
あ
る
Ａ
・
コ
ー
プ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
う
え
だ
店
。
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
が

運
営
す
る
店
舗
で
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
信
州
う
え

だ
の
農
産
物
直
売
所「
マ
ル
シ
ェ
国
分
」と
の

一
体
型
店
舗
と
し
て
、
全
国
に
先
が
け
て
２

０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。食
肉
コ
ー
ナ
ー

に
は
、豚
肉「
信
州
ポ
ー
ク
」と
競
う
よ
う
に
、

信
州
の
牛
肉
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
も
と
も
と

同
県
は
、
豚
肉
が
消
費
の
中
心
だ
が
、
近
年
、

牛
肉
の
伸
び
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
私
が
着
任
し
た
７
、
８
年
前
に
は
、
牛

肉
は
そ
れ
ほ
ど
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話

す
の
は
、
畜
産
主
任
も
兼
任
す
る
庭
野
浩
一

副
店
長
。
競
合
店
と
の
差
別
化
の
た
め
に
注

「
信
州
和
牛
」
は
、
１
９
５
５
年
の
「
但

馬
牛
」
の
導
入
か
ら
始
ま
っ
た
。
農
家
が
切

磋
琢
磨
し
て
技
術
を
高
め
合
い
、
改
良
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
長
野
県
独
自

の
美
味
し
さ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
黒
毛
和

牛
が
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
で
、
食
味

に
優
れ
た
県
産
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
一
方
、

交
雑
種
で
飼
料
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
飼
育
さ
れ
た
の
が
「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」

で
、
黒
毛
和
牛
と
交
雑
牛
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を

引
っ
張
っ
て
き
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、「
信
州
和
牛
」、「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
を
年
間
３
０
０
０
頭
、

「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」
を
同
２
５
０
０
頭
販

売
す
る
。
黒
毛
和
牛
は
、
県
内
と
大
阪
、
京

都
を
中
心
と
し
た
関
西
向
け
に
、「
信
州
ア

ル
プ
ス
牛
」は
、ほ
ぼ
県
内
に
出
回
っ
て
い
る
。

牛
肉
は
、
地
元
Ｊ
Ａ
、Ｊ
Ａ
全
農
長
野
を
通

じ
て
、
松
本
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
食

肉
セ
ン
タ
ー
で
と
畜
さ
れ
、
長
野
県
農
協
直

販
株
式
会
社
の
カ
ッ
ト
工
場
で
部
分
肉
と
な

り
、Ａ
・
コ
ー
プ
や
ス
ー
パ
ー
、
食
肉
店
に
出

荷
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
部
畜
産
課
の
岡

本
唯
係
長
は
「
県
内
で
の
人
気
は
定
着
し
ま

和
牛・交
雑
牛
の
２
本
立
て

県
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
注
力

豚
肉
消
費
県
で
伸
び
る
牛
肉

売
り
方
工
夫
し
販
売
増

ＪＡグループ一体の取り組みで
人気増す信州の牛肉ブランド

㈱長野県A・コープ×ＪＡ信州うえだ×ＪＡ全農長野×ＪＡ東日本くみあい飼料

ＪＡグループ長野は、黒毛和牛の「信州和牛」、「信州プレミアム牛肉」、

交雑牛「信州アルプス牛」の３本立てで、信州の牛肉ブランドの発展に懸

命に取り組んでいる。県内での知名度が定着した今、和牛輸出や観光客

向けなど、県外へのＰＲ強化を目指す。肉質改善に取り組む肥育農家から、

販売に熱心なＡ・コープ店まで、ＪＡグループ一体のブランド確立の取り組み

を追った。
生産者とＪＡグループが一体となって
改良を積み重ねてきた “信州の牛肉
ブランド”。長野県内での人気を確
立し、多くが県内で消費されている。

❶イラストや手作りのＰＯＰで工夫を凝らした売り場
❷希少部位について分かりやすく説明するボード
❸畜産主任も兼任する庭野浩一副店長
❹ＪＡ全農長野畜産酪農部畜産課の岡本唯係長
❺ＪＡ全農長野畜産酪農部の井出和士副部長

【販売店】

Ａ・コープファーマーズうえだ店
長野県上田市国分上沖80
ＴＥＬ.0268-27-5580
営業時間 / 9：30～20：30（日曜 9：00～）
※年に数回、水曜日がお休み

21

5

4

3

17 16ちくさんクラブ21　Vol.137　2021 12 ちくさんクラブ 21　Vol.137　2021 12



目
し
た
の
が
、
牛
肉
だ
っ
た
。
当
時
、
牛
肉

は
「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」
だ
け
で
、「
信
州

プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
は
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す

る
だ
け
だ
っ
た
が
、「
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
は

県
産
、
国
産
１
０
０
％
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
店
な
ら
も
っ
と
売
れ
る
」

と
庭
野
副
店
長
は
確
信
し
た
。

牛
肉
販
売
で
力
を
入
れ
た
の
は
、
徹
底
し

た
部
位
別
表
示
に
よ
る
売
り
込
み
だ
。
食
肉

セ
ン
タ
ー
で
と
畜
さ
れ
た
枝
肉
丸
ご
と
を
仕

入
れ
る
た
め
、
各
部
位
を
全
部
売
り
切
る
必

要
が
あ
っ
た
。店
内
で
は
、す
き
焼
き
用
の「
肩

ロ
ー
ス
」
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
部
位
か

ら
、
ス
テ
ー
キ
用
「
ザ
ブ
ト
ン
」、
肩
薄
切

り
の
「
ミ
ス
ジ
」、肩
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
ト
ン
ビ
」、

カ
レ
ー
・
シ
チ
ュ
ー
用
モ
モ
の
「
ハ
バ
キ
」

な
ど
希
少
部
位
が
勢
揃
い
す
る
。「
一
頭
買
い

だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
希
少
部
位
」
と
、

イ
ラ
ス
ト
で
部
位
を
説
明
し
た
ボ
ー
ド
を
設

置
。
お
客
さ
ん
か
ら
部
位
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
女
性
店
員
の
手
作
り

Ｐ
Ｏ
Ｐ
も
一
役
買
う
。

た
だ
、
販
売
が
伸
び
る
ま
で
に
は
、
数
年

か
か
っ
た
。
こ
の
間
、
売
れ
残
り
を
半
値
で

見
切
り
販
売
す
る
こ
と
も
。
上
田
市
の
久
保

田
千
丈
さ
ん
が
育
て
た
「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」

を
仕
入
れ
、
販
促
活
動
も
展
開
し
た
。Ｊ
Ａ

信
州
う
え
だ
は
、
和
牛
を
含
め
年
間
４
５
０

頭
を
販
売
す
る
が
、「
久
保
田
さ
ん
の
ア
ル

プ
ス
牛
は
、肉
質
の
良
さ
が
定
評
で
、Ａ
・コ
ー

プ
う
え
だ
店
に
は
、
地
元
産
牛
肉
の
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
、
舩
田
武

志
畜
産
セ
ン
タ
ー
長
は
感
謝
す
る
。

「
他
の
店
よ
り
い
い
肉
を
置
い
て
い
る
」

と
徐
々
に
評
判
も
高
ま
り
、
牛
肉
の
売
上
げ

が
ア
ッ
プ
し
た
。
２
０
２
０
年
度
の
う
え
だ

店
の
売
上
げ
は
、
マ
ル
シ
ェ
国
分
も
含
め
２１

億
円
で
、
畜
産
物
は
２
億
５
０
０
０
万
円
。

こ
の
う
ち
牛
肉
は
、
ト
ッ
プ
の
豚
肉
３２
％
に

迫
り
、
２４
％
に
ま
で
伸
び
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
巣
ご
も
り
需
要
が
牛
肉
消
費
を

支
え
、「
見
た
こ
と
も
な
い
部
位
を
食
べ
て

み
よ
う
か
」
と
希
少
部
位
を
試
す
お
客
さ
ん

も
増
え
て
い
る
。

上
田
市
で
「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」
の
交
雑

牛
を
一
貫
経
営
で
肥
育
す
る
久
保
田
千
丈
さ

ん
（
５７
）。
妻
の
美
恵
子
さ
ん
、
後
継
者
の

聖
さ
ん
（
３４
）
と
、
一
家
で
支
え
る
家
族
経

営
だ
。
祖
父
の
代
に
乳
牛
数
頭
の
酪
農
で
ス

タ
ー
ト
し
、
父
親
の
代
に
乳
牛
の
肥
育
用
素

牛
を
供
給
す
る
育
成
、
更
に
乳
牛
肥
育
へ
と

着
々
と
広
が
っ
た
。

千
丈
さ
ん
は
、
１８
歳
で
就
農
し
た
。「
５

地
元
産
稲
わ
ら
に
こ
だ
わ
り

毎
月
の
検
討
会
で
肉
質
安
定

ち
た
け

さ
と
し

年
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
、
ま
じ
め
に
牛
に
打
ち
込

み
始
め
た
頃
、
牛
肉
自
由
化
が
決
ま
り
ま
し

た
」。
日
米
牛
肉
自
由
化
交
渉
が
決
着
し
た

１
９
８
８
年
の
こ
と
だ
っ
た
。「
乳
牛
肥
育

で
は
、
輸
入
牛
に
対
抗
で
き
な
い
」
と
、
交

雑
牛
へ
の
切
り
替
え
を
決
断
し
た
。
交
雑
牛

の
肥
育
期
間
は
長
く
、
こ
れ
ま
で
の
牛
舎
だ

け
で
は
狭
く
な
る
た
め
、
父
親
と
木
造
の
牛

舎
を
手
作
り
し
た
。
更
に
、
交
雑
牛
の
出
荷

に
切
り
替
わ
る
ま
で
、
無
収
入
の
１
年
間
も

あ
っ
た
が
、
自
由
化
前
ま
で
に
切
り
替
え
を

成
し
遂
げ
た
。

現
在
の
飼
養
頭
数
は
１
１
０
頭
。
２
カ
月

未
満
の
ス
モ
ー
ル
牛
を
群
馬
県
の
市
場
か
ら

仕
入
れ
、
育
成
か
ら
肥
育
ま
で
２
年
間
を
か

け
、
２６
カ
月
齢
で
出
荷
す
る
。
乳
牛
肥
育
の

時
か
ら
飼
い
方
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、
肥
育

は
全
て
雌
牛
。
掛
け
合
わ
せ
る
和
牛
の
血
統

は
、
増
体
系
が
中
心
だ
。
稲
わ
ら
も
、
全
て

地
元
産
の
は
ざ
が
け
わ
ら
に
こ
だ
わ
る
。「
牛

も
天
然
乾
燥
の
わ
ら
が
好
き
な
の
で
は
な
い

か
」
と
の
考
え
か
ら
だ
。

「
５
年
ほ
ど
前
に
飼
料
を
統
一
し
て
か
ら
、

肉
質
が
安
定
し
て
き
ま
し
た
」
と
久
保
田

さ
ん
。
飼
料
を
Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼

料
の
交
雑
牛
専
用
銘
柄
に
絞
っ
て
か
ら
だ
。

長
野
営
業
所
の
山
口
哲
也
副
主
査
と
、
飼

料
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
毎
月
の
検
討
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会
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
る
。
牛
舎
で
３
、

４
頭
が
入
る
１
マ
ス
ご
と
に
、
飼
料
の
食
べ

具
合
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
久
保
田
さ
ん

は
「
自
分
だ
け
だ
と
、
毎
日
が
流
れ
作
業

に
な
っ
て
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

外
部
の
意
見
は
重
要
で
す
」
と
山
口
さ
ん
を

頼
り
に
す
る
。

出
荷
は
、Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
、Ｊ
Ａ
全
農
長

野
ル
ー
ト
で
、
年
間
５０
頭
ほ
ど
を
出
荷
し
、

県
内
の
Ａ
・
コ
ー
プ
や
肉
屋
さ
ん
で
販
売
さ

れ
る
。
平
均
枝
肉
重
量
は
５
１
０
㎏
で
、
肉

質
は
３
等
級
以
上
が
８５
％
。「
コ
ロ
ナ
に
よ

る
影
響
は
、
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
じ
わ

じ
わ
効
い
て
き
ま
し
た
。
い
い
牛
を
出
し
て

も
１
㎏
あ
た
り
２
０
０
円
安
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
、
取
引
先
を
浮
気
せ
ず
に
継
続
し

て
き
た
の
で
、
高
く
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
い
う
。
買
い
手
か
ら
も
「
枝
肉
の
バ

ラ
ン
ス
が
い
い
の
で
買
っ
て
損
の
な
い
牛
」「
久

保
田
さ
ん
の
牛
な
ら
安
心
し
て
買
え
る
」
と

人
気
が
高
く
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
格
付
け
さ

れ
る
前
に
、
肉
屋
さ
ん
か
ら
相
対
価
格
が
提

示
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。

出
荷
先
は
県
下
一
円
だ
が
、「
も
っ
と
地
元

上
田
市
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
地
元
で

も
っ
と
食
べ
て
も
ら
え
る
牛
を
育
て
た
い
」

と
久
保
田
さ
ん
は
地
元
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
意

気
込
む
。

久保田千丈さん
長野県上田市下室賀

【生産者（取材・撮影協力）】

❶交雑牛110頭を飼養する久保田さんの牛舎
❷地元産の天然乾燥にこだわった稲わらを与える
❸牛に稲わらを与える妻の久保田美恵子さん
❹「信州アルプス牛」を一貫経営で肥育する久保田
千丈さん
❺久保田さんご家族
❻後継者の久保田聖さん
❼ＪＡ東日本くみあい飼料長野営業所の山口哲也
副主査
❽月一回の検討会を中心に情報交換を密に行う

19 18ちくさんクラブ21　Vol.137　2021 12 ちくさんクラブ 21　Vol.137　2021 12


